
質 問質 問一 般 質 問質 問一 般

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　

市
地
域
防
災
計
画
・
総

合
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
も

と
づ
い
て
市
民
の
暮
ら
し
を

守
る
た
め
、
災
害
に
向
け
て

の
準
備
と
対
応
は
、
教
育
・

啓
発
・
訓
練
の
強
化
が
重
要

で
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用

を
行
い
、
危
険
場
所
の
周
知

徹
底
と
防
災
計
画
を
近
隣
単

位
で
行
う
必
要
が
あ
る
。
災

害
前
・
災
害
時
・
災
害
後
の

段
階
で
必
要
な
防
災
危
機
管

理
体
制
の
強
化
を
伺
う
。

　
　
　

防
災
行
政
が
最
優
先

課
題
で
あ
る
。
有
事
の
際
に

市
・
消
防
・
警
察
・
関
係
機

問市
長

関
と
の
連
携
を
強
め
、
情
報

手
段
の
さ
ら
な
る
体
制
の
構

築
に
努
め
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
活
用
が
重
要
。
市
民
の

安
全
・
安
心
な
生
活
を
守
る

防
災
行
政
の
推
進
に
努
力
す

る
。

子
育
て
で
き
る
地
域
が
必
要

　
　

将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
地
域
づ
く
り
が
行
わ
れ
て

い
る
。
安
心
し
て
出
産
・
育

児
が
出
来
て
子
ど
も
の
権
利

と
母
親
の
働
く
場
所
の
拡
大

や
親
の
心
配
相
談
や
サ
ポ
ー

ト
強
化
に
つ
い
て
。
高
齢
者

が
生
活
を
行
う
に
は
、
地
域

問

で
の
共
助
が一
番
大
事
で
、
相

談
な
ど
ふ
れ
あ
い
・
支
え
合
い

が
必
要
で
あ
る
。
安
心
し
て

老
後
生
活
が
で
き
る
地
域
づ

く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

子
育
て
支
援
の
充
実

を
図
る
方
向
性
を
持
っ
て
、

結
婚
、
出
産
、
就
労
、
住
宅
、

保
育
な
ど
幅
広
い
分
野
で
、

総
合
的
な
少
子
化
対
策
事
業

の
展
開
を
図
っ
て
い
き
た

い
。
少
子
高
齢
化
で
一
人
暮

ら
し
や
核
家
族
が
増
加
し
て

い
る
。
高
齢
者
を
対
象
に
生

き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業

と
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

市
長

を
実
施
し
て
い
る
。

市
民
が
望
む
八
木
駅
整
備
を

　
　

Ｊ
Ｒ
八
木
駅
等
整
備
計

画
調
査
さ
れ
る
が
、
市
の
窓

口
で
あ
る
、
八
木
駅
舎
と
周

辺
整
備
に
、
Ｊ
Ｒ
と
周
辺
住

民
も
入
っ
た
話
し
合
い
を
行

い
、
利
用
者
に
必
要
な
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
整
備
が
急
務

で
あ
る
。

　
　
　
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
が
必

要
で
、
八
木
駅
周
辺
地
域
を

含
め
た
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
検

討
す
る
中
、
早
期
推
進
を
目

指
し
て
努
力
す
る
。

問市
長

　
　

市
の
精
神
障
が
い
者
に

対
す
る
施
設
の
立
ち
遅
れ
は

否
め
な
い
事
実
で
あ
る
。
園

部
町
で
は
精
神
障
が
い
者
施

設
と
し
て
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
つ
ぼ
み
」
と
共
同
作
業
所

が
あ
る
が
、
と
も
に
民
間
の

賃
貸
物
件
で
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
。
現
状
認
識
と
対
応

を
伺
う
。
ま
た
、
家
族
会
は

精
力
的
活
動
を
展
開
し
て
い

る
が
そ
の
支
援
策
と
活
動
拠

点
と
な
る
園
部
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

問

　
　
　

精
神
障
が
い
者
の

方
々
の
課
題
は
理
解
し
て
い

る
。
国
や
府
の
補
助
施
策
・

情
報
を
提
供
す
る
中
、
よ
り

よ
い
施
策
と
す
る
よ
う
市
と

し
て
努
力
す
る
。
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
は
現
在

鋭
意
検
討
中
で
21
年
度
中
に

方
向
を
決
定
す
る
。

地
域
対
策
・
地
域
活
性
化
に

向
け
て
の
道
路
拡
幅
を

　
　

市
道
美
園
・
小
山
西
線

の
拡
幅
は
美
園
町
・
栄
町
・

小
山
西
町
の
積
年
の
課
題
、

願
望
で
あ
る
。
現
在
栄
町
交

市
長

問

差
点
の
改
良
工
事
が
進
捗
し

て
い
る
が
以
後
の
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　

市
の
都
市
計
画
街
路

事
業
と
し
て
必
要
性
は
高

く
、
整
備
計
画
の
位
置
づ
け

の
高
さ
、
ま
た
、
市
民
か
ら

の
声
も
強
い
こ
と
も
認
識
し

て
い
る
。
引
き
続
き
努
力
し

た
い
。

地
域
公
共
交
通
の
整
備
は　

　
　

広
大
な
面
積
を
有
し
、

少
子
高
齢
化
の
進
行
が
著
し

い
本
市
で
は
将
来
の
発
展
を

考
察
す
る
と
き
、
地
域
公
共

市
長

問

交
通
網
の
整
備
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。
特
に
こ
の
問
題

は
地
域
振
興
・
住
民
の
社
会

参
加
・
高
齢
者
対
策
・
福
祉

問
題
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案

す
る
中
、
総
合
連
携
計
画
が

必
要
と
思
う
が
市
長
の
見
解

を
問
う
。

　
　
　

来
春
の
山
陰
線
複
線

化
を
契
機
と
し
て
新
た
な
る

公
共
交
通
手
段
を
含
め
検
討

す
る
。
公
共
交
通
総
合
連
携

計
画
は
意
義
深
い
も
の
と
認

識
し
て
お
り
、
今
後
も
充
分

検
討
す
る
。

市
長

早急に精神障がい者
対策を 丹政クラブ

橋本　尊文 議員

より良い施策を検討中市長

必要な「減災」
管理体制は

防災行政が最優先課題

丹政クラブ
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市長

　

請
願
の
要
旨
は
「
備
蓄

ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
、
政
府

に
計
画
ど
お
り
備
蓄
米
の
買

い
上
げ
を
行
う
よ
う
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
」
で
あ
り

ま
し
た
。

　

委
員
会
に
お
い
て
審
査
の

結
果
、
請
願
項
目
に
あ
る
備

蓄
米
の
目
的
や
買
い
上
げ
数

量
は
数
字
的
根
拠
も
な
く
意

見
書
と
し
て
提
出
す
る
に
は

課
題
が
あ
る
と
し
て
、
不
採

択
と
し
ま
し
た
。

《
政
府
に
計
画
ど
お
り
備
蓄

米
の
買
い
上
げ
を
行
う
よ
う

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請

願
書
》

請
願
者

農
民
組
合
京
都
府
連
合
会

会
長　

佐
々
木
幸
夫
ほ
か

産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
。

《
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と

中
小
企
業
対
策
の
拡
充
を
求

め
る
陳
情
》

陳
情
者

京
都
地
方
労
働
組
合

　
　
　
　

総
評
議
会

議
長　

岩
橋　

祐
治

《
非
核
・
平
和
施
策
に
関
す

る
要
望
書
》

要
望
者

原
水
爆
禁
止
国
民

　
　
　

平
和
大
行
進

京
都
実
行
委
員
会
代
表

　
　
　
　

岩
橋　

祐
治

　
　

今
回
指
定
さ
れ
た
芦
生

の
ト
ロ
ッ
コ
道
を
観
光
の
目

玉
に
育
て
る
な
ど
、
か
や
ぶ

き
の
里
・
西
の
鯖
街
道
・
美

山
鮎
な
ど
観
光
資
源
を
さ
ら

に
活
か
す
必
要
が
あ
る
。「
美

山
ゆ
ら
り
街
道
十
景
」
を
選

定
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

ト
ロ
ッ
コ
道
は
、
意

義
深
い
認
定
。
京
都
大
学
と

も
連
携
し
て
観
光
振
興
、
地

域
振
興
に
つ
な
げ
る
観
光
資

源
と
し
て
発
展
さ
せ
た
い
。

　

西
の
鯖
街
道
で
の
鯖
そ
ば

開
発
に
は
、
敬
意
を
表
し
た

問市
長

い
。
ゆ
ら
り
街
道
、
ネ
イ

チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
ハ
イ
キ
ン
グ

な
ど
十
分
活
用
し
て
い
き
た

い
。

過
疎
対
策
と
農
林
業

　
　

少
子
高
齢
化
が
過
疎
に

拍
車
を
か
け
、
耕
作
放
棄
地

に
も
繋
が
っ
て
い
る
。

　

国
は
過
疎
対
策
と
し
て
、

地
域
振
興
会
や
タ
ナ
セ
ン
な

ど
に
注
目
し
て
い
る
。
有
限

会
社
で
は
あ
る
が
、
高
齢
者

や
地
域
を
守
っ
て
い
る
点
を

認
識
し
て
ほ
し
い
。
評
価
の

高
い
地
域
力
が
、
急
速
に
失

問

わ
れ
る
危
機
に
あ
る
。
そ
れ

を
守
る
支
所
機
能
は
、
美
山

に
と
っ
て「
命
の
綱
」で
あ
る
。

　

耕
作
放
棄
地
対
策
と
し

て
、
酒
米
五
百
万
石
の
作
付

面
積
拡
大
策
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　
　
　

振
興
会
制
度
や
地
域

シ
ョ
ッ
プ
が
農
水
省
な
ど
か

ら
注
目
さ
れ
、
過
疎
対
策
の

大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
る
と
認

識
し
て
い
る
。
新
政
権
の
情

報
収
集
に
心
が
け
た
い
。

　

支
所
は
今
後
と
も
総
合
支

所
と
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

市
長

め
て
も
ら
い
た
い
。
五
百
万

石
は
、
市
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
期
待
が
持
て
る
。

流
域
下
水
道
事
業
の
課
題

　
　

合
併
に
よ
り
法
律
上
、

公
共
下
水
と
な
り
、
28
年
に

市
に
移
管
さ
れ
る
。
管
理
負

担
と
財
政
負
担
は
大
き
く
、

国
・
府
へ
の
働
き
か
け
、
同

じ
立
場
の
市
と
の
ス
ク
ラ
ム

が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　

財
政
へ
の
大
影
響
は

確
実
で
あ
る
。
こ
の
回
避
の

た
め
、
万
全
の
体
制
で
臨
ん

で
い
き
た
い
。

問市
長

トロッコ道を
観光の目玉に

請
願
書
の
取
り
扱
い

陳
情
書
の
受
理

要
望
書
の
受
理

市議会だより『なんたん』／第15号 1415 市議会だより『なんたん』／第15号

グループホームつぼみ京都府総合防災訓練芦生トロッコ道

観光振興、地域振興につなげたい 市長

丹政クラブ
村田　正夫 議員

米の集荷


